【自治労大阪府職員労働組合商工支部　計量検定所分会　回答（概要）】
第１の要求について、良き労使慣行については、今後とも尊重してまいりたい。また、必要に応じ、分会とも十分に協議・話し合いを行ってまいりたい。
第２の要求について、コンプライアンスに関しては、全庁での職員の意識啓発、研修等の取組みに参加し、その結果等を所内に周知していますが、必要な場合には法令等に基づき適切に対処するなど、今後とも適正な労働条件及び職場環境の確保等に向け、取り組んでまいりたい。
第３の要求について、再任用制度の運用にあたっては、制度の趣旨や職場の状況を踏まえて、適切に運用してまいりたい。
第４の要求について、職員の安全確保を図るため、「安全衛生会議」を開催し職場巡視を実施するとともに「検定・検査マニュアル」等を有効に活用しながら労働安全確保に努めているところです。また、同会議の決定を踏まえ、健康管理に関する研修を開催しているところです。今後とも適正な労働条件及び職場環境の確保等に向け、取り組んでまいりたい。
第５の要求について、制度設計は所管課において行われますが、運用にあたっては、制度の趣旨や職場の状況も踏まえて、適切に運用してまいりたい。
第６の要求について、職員の安全確保を図るため、「安全衛生会議」を開催し職場巡視を実施するとともに「検定・検査マニュアル」等を有効に活用しながら労働安全確保に努めているところです。また、同会議の決定を踏まえ、健康管理に関する研修を開催するとともに、所管課が実施する健康診断等の周知等を図っているところです。

ハラスメントに関しては、全庁での、職員の意識啓発、相談体制、研修の３点の取組みに加え、平成26年１月に部独自に策定した「ハラスメント防止対応方針」に基づき、本所としても相談員や啓発員を指定し体制整備を行っているところです。今後とも、適正な職場環境の確保等に向け、取り組んでまいりたい。
第７の要求について、本所の建て替えについては、安全で安心な職場環境の確保に向け、分会と協議してまいりたい。
第８の要求について、作業服等の貸与については、「被服貸与規程」に基づき実施しているところですが、要求があったことは人事Gを通して、関係課へ伝えてまいりたい。
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